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参考：愛知県史

愛知県開拓史

愚かなる者の旅路（瀧川辰雄）

愛知県でも満州移住を推進するため，各市町村での啓蒙活動は盛んになり，
い じゆう すい しん けい もう さか

国策としての浸透していきました。映画会，講演会が各地で催され，特に義
こく さく しん とう えい が かい こう えん かい もよお ぎ

勇軍訓練生の現地報告会は青少年の共感を与えたとされています。
ゆう ぐん げん ち ほう こく かい あた

東三河郷開拓団は，１９４０年（昭15）に東三河地方を送出母体として愛

知県が送り出した唯一の開拓団です。当時，愛知県内には軍事工場や軍用施設
ゆい いつ し せつ

が多く，全国的には送出が少ない県でしたが，国策にのっとり１９３９年（昭

14）に満州に東三河村をつくる計画を発表しました。移住戸数は３００戸，

八名郡は最も多く，１３０戸が予定されました。

１９３９年１月，山吉田村の経済厚生委員会が「山吉田村の再建：満州山
けい ざい こう せい さい けん

吉田村建設の為に」という文書を作成しています。そこには３年間で１００
けん せつ ため

戸，６００人を送出する計画

が記されています。計画着手

前に日中戦争が激化し，応召
げき か おうしよう

軍人が続出したため，計画は

断念されましたが，当時の農
だん ねん

村の実態がうかがわれる資料
じつ たい し りよう

です。

県の募集に応じた東三河の
ぼ しゆう おう

農山村地区を中心にした先遣
せん けん

隊３２名は１９４０年２月，
たい

龍江省甘南県大平山村三合屯
りゆうこう かん なん とん

に第９次東三河郷開拓団とし

て入植しました。同年には，

家族召 致も始まり，後続隊
しよう ち

と共に村づくりに血と汗の
あせ

苦闘を続けることになります。
く とう

開拓民は未開墾地の開発と
み かい こん ち

北辺防備を目的としたため，
ぼう び

入植地は北満地方に片寄っ
かた よ

ていました。開拓民の多くは，

農家の二男，三男でした。

東三河郷開拓団では，出

身地別に集落がつくられ，

東三河郷開拓団とは
かいたくだん

「満州分村計画の実行について」より抜粋
ばつ すい

旧山吉田村役場文書 昭和１４年(1939)

おうどうらく ど

けいざいこうせい

満州移民係 ９名の署名あり （愛知県史）

東三河郷開拓団の紹介写真 １９４２年撮影
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その名も田口，海老，本郷など母村の名称が好んで用いられました。
ほん ごう めいしよう

営農施設，学校，神社，墓地，診療所等
えい のう ぼ ち しんりよう じよ

も造成されました。正確な人数は分かりま
ぞう せい せい かく

せんが，終戦時には団員は５３０名あまり
だん いん

となり，活気にみちた第２の故郷としての
こ きよう

基盤が築かれていきました。
き ばん きず

しかし，その土地は中国人から接収した
せつしゆう

ものです。団員の滝川辰雄さんの記録です。
たき かわ たつ お

「中国人が長年耕作してきた土地を取り上
こう さく

げるなど，人道上も道義的にも許すことの
どう ぎ てき ゆる

できない大悪罪である。」反面，「全財産を
ざい ぜん ざい さん

処分して渡満してきた団員が帰る場所はな
しよ ぶん

く，どうしようもなかった。」と苦悩され
く のう

ています。

終戦後，逃避行，引き揚げの苦難が始ま
とう ひ こう ひ あ く なん

ります。東三河郷の人たちは無抵抗主義を
む てい こう しゆ ぎ

つらぬき，すべてのものを中国人に提供し，
ていきよう

無一物になります。一人でも多く日本に帰

ることをめざしたのです。多くの人が犠牲
ぎ せい

になりましたが，家族での自決や殺害の悲劇はありませんでした。
ひ げき

旧市町村別戸数

鳳 海老町 ２４

来 山吉田村 ６

町 七郷村 ２

新 八名村 ３

城 千郷村 １

市 舟着村 １

東郷村 １

作 手 村 ７

東 栄 町 ３２

設 楽 町 ２１

津 具 村 １０

稲 武 村 １０

豊 橋 市 ６

田 原 町 ４

そ の 他 １８

計 １４６

東三河郷開拓団人員構成表

団員戸数 １４６戸

総人数 ５４９人

応召者 ９９人

〃 死亡 （２２）

〃 生還 （７７）

死亡者 １６８人

終戦前 （２１）

終戦後 （１４７）

生還引揚者 ２５２人

行方不明者 ２人

残留者 ２８人

「愚かなる者の旅路」 瀧川辰雄

総理府嘆願書より 昭４６年調


